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〔原著論文〕

点毛和種軽産牛の蓄積脂肪に影響する様々な要因に関する研究
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宮崎大学農学部 宮崎市 〒889-2192

FacultyofAgmculture,UnlVerSltyOfMlyaZaki,Miyazaki-shl,MlyaZ.ak188912192

要約

本研究では,超音波診断技術を利用し繁殖雌牛の枝肉形質を測定し,蓄積脂肪と繁殖成績との関連性を明らか

にするための検討を行った｡超音波診断による蓄積脂肪の平均値は,初回調査時よりも2回目調査時で薄い値を示

した｡また,栄養度の上昇とともに枝肉形質測定値が増加することが示唆され,特に栄養度と蓄積脂肪間には顕

著な変化がみられた｡産次については,3-4産次を超えると枝肉形質測定値は減少していくことが認められた｡

全体の栄養度と各部位別栄養度間では高い相関関係を示 し,部位別栄養度と枝肉形質測定値間の相関係数は,

BMS間では中程度,他の形質間では比較的高い値を示した｡

キーワー ド:蓄積脂肪,超音波診断,黒毛和種経産牛

Keywords :Fatthickness,Ultrasonicdiagnosis,JapaneseBlackcows

緒 言

近年,黒毛和種繁殖雌牛の育成時期における高栄養

が,その後の繁殖牛の過肥につながり,繁殖性や哨乳

能力に悪影響を及ぼすこと1)がある｡このようなこと

を防止するためには,育成時期の栄養状態とその後の

体型や繁殖性を評価すると同時に,繁殖牛の適度な栄

養状態を数量的に評価し,その要因を解析することが

必要と考えられる｡

そこで本研究では,繁殖雌牛の超音波診断による枝

肉形質測定値に対する種雄牛,生産者,妊娠月齢等の

諸要因を明らかにするとともに,蓄積脂肪に焦点を絞

り,繁殖成績との関連が深い体各部における触診によ

る栄養度との関連性について検討した｡

材料および方法

本研究では宮崎県北諸県郡,東諸県郡および南那珂

郡の農家4戸で飼育されている黒毛和種繁殖雌牛のう

ち超音波測定を2004年5月と8月の2回実施 した繁殖

雌牛200頭を用いた｡超音波測定方法および記録写真

の解析方法は従来の方法1)に従い,超音波診断に熟練

受付 2011年9月30日 受理 2011年12月2日

した2名の測定者で行った｡超音波診断における測定

者間の影響については,原田の報告2)と同様,超音波

診断の実用上の障害になるものとは考えられず,本研

究において特に考慮しなかった｡測定にはスーパー .

アイ ･ミートsEM-500(アロカ株式会社)を使用したo

測定項目は,生体左側第7胸椎部の胸最長崩横断面積

(MIJA),脂肪交雑 (BMS),皮下脂肪厚 (SFT),筋

間脂肪厚 (IMFr),バラ厚 (RT) と季肋骨上 (以下,

FT一李肋),正中線上 (以下,FT一背)および腰角後方

部 (以下,Fr-尻)の皮下脂肪厚とした.栄養度は,

超音波測定時に全国和牛登録協会が定める判定方法に

基づき行なった｡

分析にはHaⅣey3)の最小自乗分散分析を行い,母数

効果として種雄牛,農家,調査時期,栄養度,受精後

月数および産次を取り上げ,回帰の効果として月齢お

よび分娩後月数を1次回帰として取り上げた｡また,

栄養度と各部位の皮下脂肪ならびに超音波診断による

枝肉形質測定値間の相関関係についても検討を行っ

た｡

結果および考察

分析に用いた繁殖雌牛200頭の基本統計量を表1に

示 した｡調査牛は,初回調査時の平均月齢 (57.3±
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表1 各調査時における枝肉形質測定値の基本統計量

初回調査時

項目 平均値 ± 標準偏

月齢 57.3 ± 24.0
SFT 8.8 ± 4.1

2回目調査時
平 均値

59.8

78

8.8

7.0

7.2

日 .0
334

32.2
067

5.7 ±一士±±±±±±±±士

標準偏差

24
.
1
39

44
43
41
4
.
4

7
.
1

46

017

卜1 ㈹T40･350･｡50･｡61･4561940･02-･｡需ー

FT-
季肋9

FT一背9
FT-尻8

川FT12

RT35
MLTA31
BMS0

4 ± 47
8 ± 48
4 ± 44

.8 ± 44

.1 ± 64
8 ± 4,9

77 ± 023
栄養度 5.8 ± 13

頭数 :2∝願.CN.･変動係数

SFT.第7胸椎部皮下脂肪厚(mm),FT一章肋 ･季肋 骨上皮下脂肪厚 (m),FT一背 :正中線上皮下脂肪厚 (nm)

FT-尻 腰角後方部皮下脂肪厚かm),T肝T:筋間 脂肪厚(mm).R~ト パラ厚(mm)

札TA=胸最長筋横断面積(cm2),Bus･脂肪交雑 評点,

表2 枝肉形質測定値に対する最小自乗分散分析耗果

変動因 自由度 SFT Fト季肋 Fト 背 FT-尻 IMFT RT MLTA Bus
種雄牛

農家

調査時期

栄養 度

受精後月数

産次

回帰

月齢

18 1007 5.90 2824**
3 10884** 8874** 44.64**
1 2629 001 294.08**

5 43065**61824** 488 72**
3 351 7.84 1728
6 5262** 7.50 13.65

1 61.94** 21.98 20.33

分娩後月数 1 0.11 2.31 1.88
残差 361 770 10.97 11.34

2846** 17.61 3667* 1840* 007**
3.18 2490 5800* 5067** 0,06

3742* 14774* 63.34 80.27** 047**

39269** 28957** 997.45*+ 526.50+* 042**

305 0.17 5191 6.97 0.03
3256** 13.41 44.55 678 0.02

54.73* 2316 16988** 19.24 0.06

1.08 3448 8402* 0.66 014*
8_76 1348 2151 1021 0.03

SFT.第7胸椎部皮下脂肪厚,FT4 肋 :季肋骨上皮下脂肪厚,FT-背 正中線上皮下脂肪厚.FT一尻 :腰角後方部皮下脂肪厚

l肝T:筋間脂肪厚,RT:バラ厚,帆TA.胸最長筋横断面積,Bus.脂肪交雑評点

+.P(005, **:P〈O.01

24.0ケ月齢)からもわかるがおよそ3歳から6歳の経

産牛であった｡初回調査時に対して2回目調査時では,

ほぼすべての形質で減少が認められた｡その要因とし

ては,初回調査を5月に行い2回目調査を猛暑となる

8月に行ったことから,調査時期の影響が考えられた｡

また分娩によるエネルギー消費による減少 も考えら

れ 飼養管理に関しては濃厚飼料給与量を減らしたり,

飼料内容を変更したりする農家もあり,これらのこと

も影響していると考えられた｡

経産牛の超音波診断による枝肉形質測定値に対する

要因効果を分析するため,最小自乗分散分析を用いて

検討を行った｡得られた結果は表2に示すとおりであ

る｡

種雄牛の効果はFr-管,FT-尻およびBMSに対して1%

水準,RTおよびMLTAに対 して5%水準で有意性が認

められ,繁殖牛の栄養状態を管理していく上で,種雄

牛の影響を考慮した飼育管理の必要性が示唆された｡

また,ここでは示 さなかったが,5頭以上の後代デー

タをもつ種雄牛間で比較すると,各部位の皮下脂肪厚

で大きなバラツキが認められ 選抜による改良の可能

性が示唆 された｡農家の効果はFr-尻,IMFrおよび

BMSを除いた形質に対 して有意性が認められ 調査

時期についてはsFr,FT一季肋およびRTを除いた形質

に対 して有意性が認められた｡栄養度はすべての形質

に対 し1%水準で有意性を示 し,4つにグループ分け

(1,0ケ月未満 ･1.0-3.0ケ月未満 ･3.0-8.0ケ月未満 ･

8.0ケ月以上)をした受精後月数は,どの形質にも有

意性は認められなかった｡産次の効果は,sFTおよび

Fr一尻に対し有意性が認められた｡また,月齢はsFT,

Fr-尻およびRTに対 し,分娩後月数はRTおよびBMS

に対して有意な回帰を示 した｡

栄養度はすべての形質に対 して有意性 (p<0.01)

が認められ 各形質の最小自乗平均値を図1に示した｡

その結果,栄養度の上昇に伴って,超音波診断による

すべての枝肉形質測定値が上昇傾向にあることが認め

られた｡特に超音波診断による各部位の皮下脂肪につ
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表3 経産牛における枝肉形質測定値間の相関関係

栄 養度 SFT Fト 季肋 Fト背 Fト尻 川 FT RT MI_TA Bus
SFT 0.64**

FT一季肋 0 ,53**

Fト 背 0 66**
Fト 尻 0.62**
IMF一｢ 0.63**
RT O 69**

MLTA O 72**

BMS O 39**

月齢 0 14**

受精後月数 0 16**

0.58**

0 66** 0.49**
0.61* 0 49** 0.62**

0.56** 0 45** 0,56** 0,61**
0.68** 0 72** 0.60** 0.60** 0 53**

0.63** 0.60** 0.61** 055** 0 53** 0.85**

0 44** 0 39** 0 39** 0,41** 0 33** 049* 042**
-0 03 0 02 0.07 006 0.27** 009 0.10 -0.00

0 11* 0 15** 0 15* 0.12* 0.12* 021** 018** 012*

SET･第7胸椎部皮 下 脂 肪厚.FT-一季肋 季肋骨上 皮下脂肪厚 . FT-背 ･正中線上皮下 脂肪 厚,FT一尻 腰角後方部皮下脂肪厚

Ⅰ肝丁 筋間脂肪厚 ,RT:バラ序.札TA:胸最長筋 横断面積,酬 S 脂肪交雑評点

* Pく005, **.P〈O.01

表4 経産牛における枝肉形質測定値と部位別触診判定との相関関係

栄養 度 SFT FT-季肋 FT一背 FT一尻 IMFT RT MLTA BMS
き甲部 080**
背骨部 087**

季肋部 088**

腰角部 089**
背部 089**

尾根部 090**

0.47**
0.63**
0.63**
0.66**
062**
065**

047**

053**

048**
050**
051**
051**

0.55**
0.63**
0.64**

064**
062**
065**

056**
0.66**
0-58**

059**
057**
0.57**

0,54**

059**
058**
057**

058**

059**

060**
066**
061**

065**
0.67**
064**

0.62**
0,67**
065**
070**
0.70**
0.66**

031**

0.41**

038**
039**

038**

0｡39**

SFT 第7胸椎部皮下脂肪厚,FT一一季肋 季肋骨上皮下脂肪厚.Fド背 :正中線上皮下脂肪厚.FT-尻 腰角後方部皮下脂肪厚

I肘 筋間脂肪厚.RT バラ厚,MJA 胸最長筋横断面積.釧S 脂肪交雑評点
* P(001

いては栄養度の上昇との間に顕著な関係が認められ,

触診による栄養度判定が皮下脂肪厚の変化に良く一致

していること,また触診による栄養度判定によって平

均的な蓄積脂肪厚値を推測できることが示唆されたO

ただ栄養度6-8と高い場合の各栄養度間の差は,栄

秦度S-5と低い場合に比較 して皮下脂肪厚値の増加

量が大きく,栄養度判定と皮下脂肪厚が同等の幅では

判定されていないことも示唆されたo

IMFTについても栄養度とほぼ同様に値が上昇して

いたことより,栄養度判定によって体内の脂肪の蓄積

状態もある程度判断できることが認められたoRT,

MIJAおよびBMSについては,BMSの一部を除いて

栄養度の上昇に伴い最小自乗平均値も大きくなってい

くことが認められた｡これらのことからRT,Mm

およびBMSという肉量および肉質を示す基準が栄養

度の上昇と同様に増加することは大変好ましい点であ

るが,確実に蓄積脂肪の増加が起こることが認められ

たo過肥牛においては授精回数,助産回数および分娩

時の子牛死亡率増加が報告4)されている｡また,分娩

後の栄養状態が高い個体だけでなく,低い個体におい

ても,受胎に要する時間が長期化するという報告5)ち

あり,適度な栄養状態とはどのような状態であるか,

その基準について今後検討する必要があると考えられ

た｡今回調査した経産牛について,超音波診断による

各部位の皮下脂肪厚やIMFTで繁殖成績に悪影響を及

ぼすほどの厚 さは認められなかった｡一方で栄養度7

以上となると審査得点を減点しているが,肉用牛とし

ての産肉能力を考えれば6-7程度は必要な状態とい

えるのではないかとも考えられた｡

産次の効果については,sFTおよびFr-尻に対して

1%水準で有意性が認められ,各形質の変化について

図2に示した｡sFTでは3産次に9.7±0.6mmで最も厚

い値を示し,産次を増すごとに減少し7産次以上では

3.7± 1.1mmであった｡Fr-季肋やFr一背およびFT-尻

についても7産次以上で最も薄い値を示 した｡これら

のことより,超音波診断による各部位の皮下脂肪は3

産次あたりまで増加し,それ以降では分娩を経るごと

に減少する傾向にあることが認められたo

これらの形質間の関係をみるために,栄養度および

超音波診断による各枝肉形質測定値間の相関係数を表

3に示 した｡また,超音波診断による枝肉形質測定値

と触診によって判定された部位別栄養度との相関関係

については表4に示したとおりである｡

栄養度と蓄積脂肪間では高い相関を示し,触診によ

る栄養度判定は蓄積脂肪厚によく一致していることが

改めて示唆された｡蓄積脂肪間で相関は高いため,1ケ

- 26 -
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所の蓄積脂肪が厚ければ他の部位の脂肪も厚くなる傾

向にあることが考えられた｡

超音波診断による枝肉形質測定値と各部位別栄養度

との相関関係は,すべての形質間に,1%水準で有意

な正の相関が認められた｡特に全体の栄養度と各部位

別栄養度間では高い相関係数を示した｡部位別栄養度

とBMS間では0.31-0.41の中程度の値を示 したもの

の,他の形質間では0.47-0.70の比較的高い相関を示

したOまた,Fr一李肋と季肋部栄養度,Fr背と背骨

部栄養度およびFT-尻と腰角部栄養度間では0.48,0.63

および0.59であった｡これらに関しては,触診部位と

超音波測定部位が比較的近い関係にあったが必ずしも

相関係数は高い値を示さないことが示唆された｡これ

は特に李肋の部位は蓄積脂肪厚が均一でないこと,ま

た触診による主観的な判断に誤差が伴うことなどによ

るものと考えられた｡

原田6)によると,登録雌牛を3産次まで追跡調査 し

た結果,超音波診断による皮下および矧司脂肪厚は分

娩を繰り返す度に増減を繰り返していくと報告されて

いる｡そのため雌牛における蓄積脂肪は分娩や哨乳な

どで減少することもあり,過度でない限りそれ自体が

分娩後の繁殖成績に大きな影響は及ぼさないようでは

あるが,分娩後依然として皮下脂肪の厚い牛 (15.0mm

以上)は発情回帰の遅れや微弱および種付け回数の増

加が明らかにされている6)｡

本研究では繁殖成績の向上を目的とするために,農

家で繁殖用として飼養されている経産牛の栄養状態を

把握し超音波診断による枝肉形質測定値および栄養度

との関連性を確認することができた｡しかしながら今

後の課題は,空胎期間や妊娠期間といった繁殖成績と

の関連性を明らかにしていくことと考えられ 特に種

付け時および分娩前後における雌牛についてどのよう

なボディーコンディションが最良であるのかを検討し

ていく必要があると考えられた｡
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